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○諸富　ここからは私，諸富の方でコーディ
ネートをさせていただきます．先生方，どう
もありがとうございました．大変素晴らしい
講演で，もちろん宮﨑先生の新書のタイトル
にもあります「衰退」ということが，偽らざ
る地域，地域経済の現実ではあると思います．
ただ，その中でも，今日の 3人の先生方のお
話の中から，そこを出発点として，どのよう
にして地域を再生していけるかということに
ついての見通し，展望，それから可能性につ
いて，さまざまなヒントを与えていただくこ
とができたと思います．大変，そういう意味
では 3人の先生方のお話は刺激的なお話で，
この点は皆さまも共通で，そういう感想を抱
いていらっしゃるのではないかと思いまし
た．
最初に，私の方から順次，問題提起という
か，ご質問，共通の論点のようなかたちで，
先生方に問い掛けをさせていただき，そして，
それに対して先生方から順にお答えいただく
ことを通じてパネルディスカッションを進め
ていきたいと思っています．
まず，やはり地域の再生ということでいき
ますと，次の産業は何なのかという点です．
これは，さまざまなヒントがありまして，宮
﨑先生のご講演の後半の方でも強調されてい
ましたように，地域でもともとあるものを生
かしていくケースや，それからもちろん外か

ら取り入れてくるケース．そしてやはり，新
しい産業として情報通信といいますか，いま
でいうデジタルや放送・映像といった，編集
し，新しい知識やイメージといったものを生
み出していく，どちらかというとクリエーテ
ィブなもの．そういったものを，実は地域に
つくることができないかという問題提起もさ
れました．
宮﨑先生は新書の中で地方にとって基盤的
な産業であった製造業が衰退していく過程を
描かれたわけですけれども，どこに地方経済
にとって次の産業基盤を探し求めていくかと
いうことが大変大きな論点だと思います．
その中で今日，藤山先生は「循環」という
キーワードを出されたと思います．実は非常
に多くの所得が地域から流出をしていると．
それに対してわれわれ，あるいは地域の人た
ちは，実は無自覚でした．ハコモノと異なっ
て，地域からの所得流出は，計算してみなけ
れば目に見えないからです．地域再生の色々
な試みがこれまで行われてきたけれども，そ
れが実はやればやるほどといったら，少し語
弊があるかもしれませんが．ハコモノはつく
っても所得流出は止まりませんでした．例え
ばビッグプロジェクトをやって，ハコモノが
完成をして事業が完了，地域再生は前に進む
ように外形的には見えたけれども，実はそれ
は，東京に所得が流出する仕組みを新たに，
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また一つ付け加えただけだったということも
1 つや 2 つではなかったわけです．それは，
そのハコモノを利用して行う事業の資金が外
部からやってきて，そこでビジネスを行う主
体も外部からやってくるからです．当然のこ
とながら，そこで生み出された利益は，地域
外に流出します．
ただ，それが分からなければ問題として意
識のしようもないので，所得の流れをきちん
と把握して，見えるようにしないといけない
ということです．そこを，関係者がやはり共
有をして，いったい何が起きているのかとい
うことの把握を出発点として，どこをどう攻
めていけば所得を取り戻せるのかという問題
提起をされたのが，藤山先生によるご講演の
ポイントだったと思います．逆に言えば，冷
静な分析から出発し，所得を取り戻す戦略を
策定し，その実行を通じて，地域再生の手掛
かりが得られていくのではないかという問題
提起をされたと思います．
また佐無田先生からは，非常に大きな全体
構図を描いていただいたと思います．これは，
大変刺激的なお話ではありました．私もデー
タを示していただいて驚いたのは，地方の製
造業が実は伸びているということです．東京
は衰退とまでは言わなくても，少なくとも横
ばいであるということです．これは確か，『日
経』の記事にも出ていましたね．東京が，実
はあまり成長していないということです．
では，どういう方向に地域は進むかという
と，私の言い方でいうと「非物質的」な方向
で価値を新たにつくり出していくような方向
で，新たに地域が展開していくべきではない
かということですね．
生活に密着したところではあまり価値が高

くなくて，それを何らかのかたちで編集して
価値を高めたものが，実は稼げるものになっ
てきているとのご指摘でしたが，それはそう
だと思います．
ただ，そうした領域というのは，実は現行
の日本では東京に本社を置く企業が支配的だ
ということです．ですから，ちょっと逆説的
ですけれども，これは佐無田先生も言及され
ていましたように，そうした方向に行けば行
くほど，実は東京一極集中をさらに加速させ
るような構図にはまってしまう恐れもあるわ
けです．
これは宮﨑先生が提起された方向性とも，
ちょっとオーバーラップするところかもしれ
ません．地方が素手でやっていくと，結局，
東京がドミナントなので，そのピラミッド構
図の下位に嵌ってしまう可能性もある．そこ
をどう組み替えていくかというのが，今日の
佐無田先生の問題提起だったと思います．
そこで今日出されたのが，人流が変わって
きているという話です．地方へ向かっている
んだという話だったと思います．これは，実
は藤山先生が，もうずっと年来，議論されて
きた点で，実は田舎の田舎から新しい動きが
起きているということで，外からやって来る
人―それは Uターンだったり，Iターンだっ
たり，いろんな人流がありますけれども―そ
の人たちが定着して，いわゆる田舎のさらに
田舎で新しい試みが起きてきている．限界地
的なところから反転が起きてきているという
ことを，藤山先生はずっと議論されてきてい
たわけですね．
そういった新しい人材の流れが，今日は仮
説的に提示されたわけですけれども，そうい
った人材の逆流の中から，地域に定着をして，



－ 35 －

特集　地域衰退をどう食い止めるか？－地域活性化と持続可能な地域づくり－　「パネルディスカッション」

新しい非物質的産業のコアみたいなものをつ
くっていけるのではないかという問題提起は
大変興味深いものだったと思います．
それだけでは，ちょっと難しいかもしれま
せんが，とにかく人が来ないことには始まら
ないので，人の動きの新たな変化を見る必要
があるということですね．これは今日，佐無
田先生は東日本大震災以降とおっしゃいまし
たけれども，確か藤山先生もそうおっしゃっ
ていたと思います―東日本大震災以降，西日
本への人口流入の動きが出てきているという
ことを，かつての講演でおっしゃっていたよ
うな気もします―それが今回のコロナ禍で，
さらに加速をされているということですね．
こういった人の流れの変化というものが新
しい産業をつくる基盤になるのか，否かです．
こういったあたりの論は非常に面白い論点で
して，最近のコロナ禍における変化といった
ことをどう捉えるのか．それは，地域にとっ
てチャンスになるのか．あるいは一層，コロ
ナ禍で貧窮している部分がありますね．飲食
店，観光，これは宮﨑先生がご指摘になった
とおりです．
こういった貧窮している部分も一方であり
ながら，これをチャンスに切り替えることが
できるのか．そのあたりの新しい産業の芽を
どうやって見つけていくのか．新しい可能性
について，議論の展開をあらためてしていた
だきたいと思います．
では，一巡目は順番に従って宮﨑先生から
お願いできますでしょうか．
○宮﨑　はい．時間でいうと，どのぐらいで
すかね．
○諸富　そうですね．5分ずつぐらい，お話
しいただければと思います．

○宮﨑　分かりました．ちょっとすみません．
先ほどの報告の時間を勘違いしていて，最後
に多少駆け足になったので補足します．最後
の「地域を再生する道」の中で，情報通信な
どの事業所サービス業を基盤産業にというこ
とで少しお話をしたのですけれども，そのあ
たりを地域における一つの産業にすることが
できればと思っているところです．
佐無田先生の扱われたデータの中で，東京
都の産業連関のところで，東京都のインター
ネット付随サービス業の需要というのは，基
本的に東京都の外からなのだという話をされ
ていたかと思います．人材をどうするかとい
うのはあると思いますけれども，非東京圏か
ら見ると，これは域内需要ということになる
わけです．そういった東京への域外流出を防
ぐという視点からも，先ほど申し上げたよう
な産業を興していくということが重要になっ
てくるのかなと思います．
それで，先ほど来，諸富先生もご指摘され
ていましたけれども，起業するにしても，人
をどうするかということです．これは移住な
のか，はやりの二地域居住なのか，副業なの
かというのがあると思いますけれども，コロ
ナ禍で統計的には東京から出ていっているの
は外国人のようです．ただ雰囲気的には，地
方に行くというハードルが高くないような状
況にある中で，地方において，いま申し上げ
たような産業を小さな企業からつくっていく
ことが非常に重要になるのかなと思います．
あとは，やはり重要な点としては，藤山先
生がロードサイドの写真を出されていました
けれども，ああいったことを自治体の側がご
丁寧に整備しないということも，非常に大事
なところかなということです．卸とか小売の
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衰退みたいなものも，佐無田先生がデータで
お示しになっていたかと思いますけれども，
地域の衰退を自治体がさらに進めないという
ことが重要です．
○諸富　はい．ありがとうございます．では，
藤山先生，お願いいたします．
○藤山　この地域の衰退をあまり狭い意味の
産業分野に限定して考えない方が，私はいい
と思っていまして．もっと働き方とか暮らし
方まで踏み込まないと，本当にずれ始めてい
るんじゃないかな．
先月もオンラインシンポで，情報系の大手
企業の本社に呼ばれたのですが，がらがらで
す．なんか，そういうさまを見ると，いった
いあれだけ東京に集中してやっている仕事
は，本当に何なのかと．本当に誰の役に立っ
て，幸せにしているのと．どんどんだまくら
かしてクリックさせるような仕事が増えてい
るわけです．敏感な，本当の意味でできる方
ほど，もう辞めたくなるのは当たり前だとい
う感じがしています．
だから，いまエクソダスが始まっていると
思います，特に大きな組織から．霞が関も大
学も，省庁．何かそういうのを，すごくいま，
地方にいたら感じますね．そして，佐無田先
生がおっしゃったようなエコシステムという
か，どんどん仕事がセッション型になってい
くような気がしていますね．私が，全国でい
ろいろな研究プロジェクトをやっています
が，当然，全部島根から行くのでなくて，地
域の研究員の方とセッション型でやっていま
すよ，プロジェクトは．だから，本当にそう
いったところが，本当の働き方かなという感
じがしています．
やはり，そのへんのパラダイムシフトみた

いなものを，しっかりわれわれは考える中で，
衰退と再生をしないと従来の延長線上に絶対
に解はないかなと．
あとは，ただ私は，地方の方がよほどやり
やすいというのは，いま，あれだけ流出して
いるので，それを 1％ずつ取り戻せばいいわ
けです，はっきり言えば．取り戻しやすいと
ころから．しかもいま，先ほどみたいに，
1000 人の経済圏の 24 億のうち 6億が医療と
介護ですし，あとの三つが食料，エネルギー，
交通なので，逆に一番取り戻しやすいところ
なんです．一種の循環業みたいなものを再構
築することで，十分に本当は，ある程度見え
てくるかなという感じがします．
ただ最近，非常に面白いのは，中国山地な
んかでも文化系，アート系．例えば，すごい
山の中にぽっこり小さなブックカフェができ
たりしている．あるいは，結構いろいろなア
ーティストとか，器の店とか．でもそれが，
すごくこれが，この 2，3 年，革命的なので
すが，つながり始めているのですね．だから，
暮らしを，100 円ショップとか，ユニクロで
なくて，やっぱり，もう一回自分たちでつく
り直すようなところに向かっています．本当
に，21 世紀の民藝運動のような動きが，こ
の 2，3 年がつながり始めているのが，本当
は楽しみに思っています．
あとは，本当は循環型社会に長期で考えて
いくのあれば，本当は，地方公務員なんかは
鍛え直したいですね，というところです．
○諸富　ありがとうございます．では，佐無
田先生，お願いいたします．
○佐無田　諸富先生からの問題提起とディス
カッションについては，先ほど話せなかった
ものが 2点ほどあるので，それに絡めて後で
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話そうと思います．
その前に，私もせっかくこの機会なので，
聞いてみたいなと思っていることがありまし
て．一つは宮﨑先生に．今日，全般的にわれ
われの中では弱かったところだと思いますけ
れども，医療・福祉産業については，どうお
考えでしょうか．経済基盤説からすると，医
療・福祉とかは非基盤部門になるわけですけ
れども，いまや地域経済では唯一の雇用成長
部門で，地域経済の中の経済循環を考えても
非常に大きいところです．
この医療・福祉部門をどう位置づけるか，
地域経済の中では，かなりの論点じゃないか
と思っています．この産業は保険で支えられ
ているので，田舎の地域にとっては保険が外
から入ってくる「外貨獲得」産業でもあるの
ですが，でも全体として国は，医療費を抑制
しなさいという方向性でもあるので，どんな
ふうに考えるか．
例えば，兪炳匡さんの本『日本再生のため
のプラン B』は，医療・福祉を軸にして地域
経済の再生を考えるみたいな話ですが，医療・
福祉が非生産部門であり社会の負担と位置づ
けられる限りは，産業政策的な対象にはなら
ないと思います．そういう問題を念頭に置い
て，どうかなというところです．
それからもう一つ，藤山先生にも，ぜひこ
の機会にと思っていたところがありまして．
私は地域内経済循環を主張してきた立場です
けれども，地域経済学の中では半自給・半専
門というかたちで，宮﨑先生の言うところの
基盤部門で，移出産業で稼いでくる部門と，
地域内で循環する部門とがバランス取れてい
ないといけないと学んできました．
それで移出産業のことを念頭に置くと，ど

うしても地域間分業の議論をしないといけな
くなってくるんじゃないかと思っています．
地域間分業の枠組みで一番稼げる部門，お金
が回る部分が，いまは高付加価値なビジネス
サービスになっていて，ものづくりの産業は，
相対的に劣位になっている現状があると思い
ます．その中で，地域間分業を地域内経済循
環の議論に組み合わせるとどうなるかという
点で，どんなお考えをお持ちなのか聞いてみ
たいと思っておりました．
先ほどの諸富先生の問題提起には，2点あ
りまして．1点は，金沢大学に地域政策研究
センターという組織があったのですけれど
も，これを再編しまして，先端観光科学研究
センターというのを立ち上げました．「いま
どき観光か」というところはあるのですが，
いま観光の領域は，移住とか関係人口みたい
なところと境目がなくなりつつあります．地
域に遊びにいくだけでなく，何かに関わりた
いという人が結構いて，先ほどの藤山先生の
言われたセッション型の仕事の仕方とかも増
えています．観光のかたちも，「暮らすよう
に旅する」から「旅するように暮らす」とい
う段階になってきて，「暮らす」ベースで観
光を考えるような変化が起こっている．
だから地域のあり方とか成り立ちとかを，
外から半分入ってくるような人たちも合わせ
て考えないといけないんじゃないか．いまま
で自治体というと，定住者をベースに考えて，
交流する観光者というのはあくまでもお客さ
ん的な位置づけでしたが，半分地域の人だと
考えて地域をマネジメントすると，全部，仕
組みを変えていかないといけない．サービス
もインフラも制度を変えていかないといけな
くて，それこそ空き家の利用とか税の取り方
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とか，そのへんも新しい社会づくりの議論と
つながると考えています．
人材の定着とか産業の立地とかも，定住ベ
ースでなくて，これまでよりずっと柔軟で流
動的な形になり始めていて，一時的・中間的
な関係者に対応する制度をどう構築するかと
いう論点があるのではないか．
もう一つ報告の最後に出そうと思っていた
のは，人材のエコシステムに関することです．
今後，地域の政策として，雇用政策はすごく
柱になってくるのではないか．いままで，学
校では基礎学力を鍛えるだけ，会社にとって
は専門性よりもコミュニケーション能力とか
真面目に勉強できるかどうかということだけ
で，仕事の仕方は完全に社内訓練で育ててき
ました．けれども，いまや労働力が流動化し
た上に，先輩から後輩に社内で教えるような
ことができなくなっています．人が育たない
というので，会社もすごく苦労している．
そうすると，職業訓練というレベルで，地
域的に人を育てる仕組みに変えていかないと
いけないし，マッチングみたいなことも，い
ままで企業別にやっていたのを，もう少し地
域の仕組みとして，副業セッションの人たち
も入れつつ，人材が人材をつないでいくとこ
ろを複合化するような仕組みをつくっていか
ないといけない．
そこで，いまわれわれがやっているのは，
そのエコシステムに大学が絡むという話で
す．大学が間に入って，地元の企業と首都圏
の人材とをマッチングするのですが，ただマ
ッチングするだけでなくて，企業の課題解決
を大学の研究としてやってもらうという建て
付けで，専門人材の人に大学の研究員になっ
てもらって，企業ごとのテーマに半年間従事

するというような事業を，実験的にここ 3年
ぐらいやっています．年々，首都圏から来る
人たちのレベルが上がってきて，人のニーズ
はすごくありますが，受け入れる地元企業の
開拓にまだ課題があります．
やはり人材を企業の中に閉じ込めるのでな
くて，地域の中で人材をシェアしていく仕組
みづくりを工夫することが必要かなと感じて
います．雇用政策とか人材政策みたいなもの
が，これからの地域政策の柱になるのではな
いかと思っています．長くなって申し訳あり
ません．
○諸富　いまの話は，非常に面白かったので
すが．首都圏の企業側から見た，いまの佐無
田先生の仕組みへのニーズというのは，どう
いうものなのですか．それが強まってきてい
るというのは，どういうトレンドなのでしょ
う．
○佐無田　首都圏の企業でなくて，人材から
のニーズですね．
○諸富　なるほど，企業というよりも人が．
「行きたい」と言っているわけですね．
○佐無田　地域のことをやりたいという人
が，一定のボリュームで来るようになってい
ます．会社を辞めて来る場合と，副業で首都
圏にも仕事を持ちつつ来る人と，両方います．
それから企業の側についても，先日，大手企
業の中堅クラスの人と意見交換したときも，
こんなにリモートワークできるようになって
きたので，それこそ大企業が一種のプラット
フォームになって，大企業に所属する人が，
自由な時間を使って地域でいろんな仕事に従
事しつつ，大企業の資源も使って課題解決型
の事業を創り出す，というようなこともでき
るようにしたいというコメントがありまし
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た．こういう人の動きを，大手企業も意識す
るようになっているのではと思います．
○諸富　そうすると先ほどの，先輩が後輩に
教えていく社内訓練システムが機能しなくな
っているというのは，いろいろやろうと思え
ばやれるのでしょうけれども，もはや社員の
希望やキャリアの展望を満たすものではなく
なっているということですか．なぜ，そうな
ってきているのですか．
○佐無田　これは，雇用政策専門の先生方が
いろいろ調べられていますけれども，まず，
新卒の若い人は育てても 3年で 3割が辞めて
しまうと．ということは，30 代の先輩層に
なると相当会社を移っていて，よくわかって
いる人が少ないから，その上の 40，50 代の
人に教えてもらわないといけないような状況
がある．しかし，40，50 代の人たちは管理
職的な仕事も忙しいのに，とてもじゃないけ
ど後輩を教えていられない，というので，自
分たちで頑張ってみろみたいな放置状況にな
っていて，何をやればいいのか分からない，
やりがいも見いだせないというので，新卒は
3年で辞めていく，という悪循環があると聞
いています．
○諸富　なるほど．じゃあ，もう崩壊してい
ますね．分かりました．やはり，企業の中で
何十年と単線的なコースを歩む仕組みが崩れ
つつあるのですかね．それはかなり大きな変
化で．それを佐無田先生の今日のお話は，地
域で人材を受け入れて，若い人の，たぶん彼
らの志向性も非常に大きく変わってきている
中で，自分たちがやりたいことをできるよう
な仕組み．それはひょっとすると，会社の中
で 24 時間，365 日，献身的に働くというの
とは，まるで違う．それが藤山先生のおっし

ゃった働き方そのものを考えないといけない
ようになってきているという指摘とも通じる
話かなと，ちょっとお聞きしました．なるほ
ど．
ということで，大変興味深いお答えをいた
だきましたけれども．いま佐無田先生から，
お二人の先生方への質問もありました．ちょ
っと，その点についてそれぞれ，宮﨑先生，
藤山先生，ご回答をいただけますでしょうか．
○宮﨑　私からでいいですか．医療・福祉サ
ービス業の位置づけということで，私の本の
中でも，実は微妙な書き方をしています．
医療とか介護というのは，地域における非
常に大きなシェアを占めているような状態で
す．私自身，財政の研究をしているというの
もありまして，この充実というのは，非常に
重要だと思います．ただ他方で，介護でよく
指摘されるような低賃金労働ですね．地方で
増える仕事というのが，いまの仕組みを踏ま
えると負担増との関係もあって，介護報酬を
引き上げるとなると，当然負担を増やすこと
につながるわけです．負担増が難しいとなる
と，低賃金労働が増えます．
岸田総理が設置を表明した公定価格評価検
討委員会で，介護や保育も含めて賃金を上げ
ようという動きがありますけど，結局，現場
から「おこづかいレベルだ」みたいな批判が
出てくるような状況です．
賃上げと負担増の仕組みを一緒に考えない
といけないと思います．医療や介護が重要で
ある点は，もちろん否定はしませんけれども，
これを「プラン B」というかたちで地域経済
の核として据えようとすると，医療・介護保
険制度の大きな改革というものを併せてやら
ないといけないので．それは，政治的にかな
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り難しい部分がやはりあり，そこを考えると，
私の本の中でもいろいろ議論を展開できなく
て，産業を中心に議論していったようなとこ
ろがあります．医療や介護は重要だと思いま
すけれども，これを中心にとなると，それは
それで難しいところがあるのかなという気は
しています．
医療や介護を充実させて，そういった仕事
が地域でどんどん増えたときに，地域に人材
が帰ってくるか，出ていった人が帰ってこな
いという問題を，どの程度，解決できるかな
というと，どうだろうなという感じですかね．
そんなふうに，いま考えています．
○諸富　はい．分かりました．では，藤山先
生．お願いいたします．
○藤山　本当は医療とか介護だけ，ちょっと
一言，言っておきたいのですが．これは，実
はうちの研究所で，介護分析を，介護保険デ
ータでいろいろ地区レベルでもやっているん
ですが，地方の農山漁村は，すごく浮かして
います．例えば島根県の邑南町は人口が 1万
人で，毎年 3億円を浮かしています．ちゃん
とやったら，逆に浮いてしまうということで
もあるんです．本当にコミュニティー力であ
り，生涯現役型の農林漁業であると．それを，
どういうふうに今度は評価するかと．
だから，GDPは減るわけです．だけど，

それを予防医療的に，先行投資的に，本当は
薬でなくて「薬から人へ」みたいな部分で，
成功報酬みたいなかたちで，ちゃんと評価で
きるようなところを逆に裏返していかない
と，何か変な議論になってしまうから．
でも，そのへんは逆に，地方の方がすごく
先を行けるような可能性はあります．だから
小さな農業なんかも，売り上げは大したこと

はないけど，実は 1 年間，80 歳，90 歳にな
って元気に暮らしてもらったら 300 万円，
400 万円の価値があるわけです．そういうこ
とを，ちゃんと財政なんかだと，まともに議
論をしてほしいという感じがします．
それから 2番目の地域間分業で，私が国の
委員会なんかに出ても「藤山さん．リカード
を知らないのか．それぞれで特化した方がい
いんだよ．生産性が上がるんだよ」と，した
り顔で語る委員がいて，本当にばかかと思う
のだけれども．
リカードは，そもそも輸送費なんかは考え
ていないし，ましてや循環度みたいなことも
考えていないし．リカードのままやっていた
ら，いまだに日本は生糸で軍艦を買っていま
すよ．
ただ，僕が本当に地域間分業でやりたいの
は，先ほどみたいな．例えばいま，団地とか
がやばいですから．逆に一番，お互いが足ら
ない者同士というか，補完し合うようなとこ
ろが，パートナーエリア的にちゃんとやって
いくのはいいかなという感じがします．不特
定多数のビジネス，観光も農産物なんかも無
理ですから．本当は，そうした新しい地域間
分業というか，パートナーシップ的なものを
本当はやりたいなと．それ以外のちゃんと，
先ほど医療や介護や，あるいはそれから食，
それからエネルギー，車で 6割なので，産業
的には．この根幹的な部分は，しっかり取り
戻しましょうと．
そしてその中で，プラス多様性とか，先ほ
どの文化，アートも含めた，観光も含めたと
ころで，いろんな地域間分業の多様性という
のはあるのは当然，いいかなという感じはし
ますが．いまの根幹のところはしっかり，私
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は循環を取り戻すことが，むしろいまは必要
だろう．第一ボタンだろうと．
最後にプラスして，いまさっき，働き方，
暮らし方みたいなもので雇用ですが．いま地
域で起きているのは，実は各地域にすごく住
民が出資した小さな会社ができています．い
ずれこれは，シュタットベルケ的になったら
いいと思うのですが．そういうところが本当，
地域の小さなプラットフォームになって，個
人が起業を進めたりすることが，実はクラス
ターの裏側で起きています．
佐無田先生がおっしゃるように，そういっ
た人材が，むしろそれはローカルな企業なの
で，どんどん，本当にお互いに情報共有をし
て，共に進化していく．人材の交流がワイド
にあるというのは，当然ながら必要だし．そ
んな僕は，ビジネススクールを展開したいか
なという感じはしています．以上です．
○諸富　佐無田先生，よろしいでしょうか．
いまのお答えについては，OKでしょうか．
○佐無田　ありがとうございます．医療と介
護の話で，一つ．知識労働者層のデータとし
て，国勢調査の専門的・技術的職業従事者の
数字を見ると，地方圏ではどの部門にいるか
というと，圧倒的に医療ですね．勉強がよく
できる人が地域で仕事を得ようとすると，や
はり医療分野しかいないというか．地域の市
場でも，それなりにお医者さんは稼げますか
ら．ただ，僻地医療に行きませんね．そこが
問題で，どうやって稼げる医療部門と稼げな
い医療部門をバランスさせるかが課題ですけ
ど．
この医療・介護については，やはり地域の
中では雇用も生み出すし，低賃金労働者もい
ますけれども高賃金労働者もいて，そこでお

金が回っています．産業連関も多いです．医
療・介護を連携してきちんとやれば，公共事
業よりもずっと産業連関効果が高いというの
は，昔から研究されています．地域経済にと
って医療・福祉は，循環という意味合いでは
それなりに重要ですが，悩んでいるのは保険
の部分です．保険で支えられているので，こ
れは非生産部門だと．社会の負担になってい
るというレッテルが貼られていて，医療費は
抑制せよという論理が主流です．
だから，医療の経済循環は，理論化するの
が難しいです．どんどん成長して循環させれ
ばいいという話ではないと思います．医療の
経済効果とか，計算はできるのですけれども，
どういう循環が望ましいのかというのに，い
かなる公準を示すのか．
○諸富　はい，ありがとうございました．い
ま藤山先生から先ほど，起業しようとしてい
る人たちが，どんどん出てきているという話
がありました．これは，私も非常に期待した
いところです．1960 年代～ 80 年代には企業
誘致や公共事業をやる，ビッグプロジェクト
をやるといったことを軸に地域を開発して豊
かにしていこうという議論が主軸でした．
1990 年代以降は医療・介護のような公的セ
クターの方が，付加価値や雇用も大きいとい
う議論が説得力をもちました．
たしかに，公的資金の循環，流れに依拠し
て，公共事業もそうですね．それから農業や
林業にずいぶん公的資金が入っていますが，
林業も，本当に補助金なしでは，なかなか成
り立たない産業になっています．これに対し
て自分たちで業を起こしていくという動き．
官依存ではない動きが新たに，もし地方で起
き出しているのであれば，それは非常に期待
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できる変化だと思いますが．
私も，いろんな地域で地方創生に関するシ
ンポジウムや講演に出ると，現場をよく知る
皆さまから，よくそういう話を聞くようにな
りました．特に女性が積極的に．むしろ大き
な組織の中に属していないからかもしれませ
んが，小さくとも業を起こすということにつ
いて，非常に積極的に乗り出しており．そう
した女性が活躍している地域や組織が，相対
的に元気ではないのかという印象をもってお
ります．
逆に男ばかりでやっているところ，単一色
満載の組織や地域というのは，どこかしら元
気がないということをよく聞きます．だから，
私は女性の活躍が地域発展にとってのリトマ
ス紙のような気がするのですけれども．
女性は近年，時代の変化の先を行く傾向が
あり．藤山先生がずっと今日，強調されたよ
うな変化を先取りしている動きが顕著になっ
てきています．逆に言うと，私も委員を務め
た内閣府の地方創生に関する会議体で問題に
なったのは，地方からの女性の流出というの
は，すごく大変ですよね．なかなか止まらな
い．それは，その地域に魅力がないことを意
味しているわけです．なかなか女性に定着し
てもらうことができないということは，何か
がそこに欠けている．その欠けているものが，
先生方が今日，非常に大事だとおっしゃった
ことと重なり合っている気がします．
逆に言うと，数少ない地域・組織かもしれ
ないけれども，女性が活躍でき，力を発揮で
き，その地域が魅力だと思って女性がとどま
っている地域や組織があるにはあるんです．
そういうところは何かが，やはりあるんじゃ
ないかと思うのですけれども．このあたりは，

今日の論点にあまり前面には出なかった点で
すが，女性の活躍と地域再生の関係という論
点で先生方，少しお考えのところがあるでし
ょうか．
時間的には，この一巡で終わってしまうと
思います．一言ずつ，ご発言をいただければ
と思います．佐無田先生からお願いしていい
ですか．
○佐無田　そうですね．よく聞くのは，やは
り女性の方が都会への憧れ感が強くて，出て
いく率が高い．内閣府の調査でも地方から出
ていくのは女性の方がその傾向が強いという
のがデータで出ていると思います．戻ってく
る人は半々ぐらいだったのではないかと思い
ます．
しかし，結構悩みどころなのですが，地域
で議論をしていて，地元の人とくに若い人に
「地域って面白いよね」というのが伝わらな
いときは，もうどうしようもないなというの
が正直あって．この地域は面白くないと思っ
ている人を変えるのは困難なのではと感じて
います．
そうすると，外に出て活躍するのも，とて
もありだなと思うわけです．その地域に残っ
てというよりは，いろいろ経験する中で，そ
れぞれの選んだ場所で自分の地域的なものを
見いだして，そこで活躍してくれた方がいい
んじゃないかと．場合によっては，そこから
ノウハウを持ち帰る人もいる．
そういう意味でいうと，女性ということに
限らず移住者も含めて，やりたいと思った人
をみんなで応援できる地域かどうかというの
が決定的かなと．やりたいと言っても，誰も
全然支援しない，その先に話が進まない，も
っと連携してやればいいのに，どうしても足
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の引っ張り合いになるような地域では，何を
やろうとしても，なかなかうまくいかないし，
地域を好きにはならないでしょう．
やろうと思った人をみんなで応援する，そ
の雰囲気を，海士町みたいに行政から率先し
て変えていくとか，慣習を含む制度の改革み
たいなところが，女性なり移住者なりが根づ
く上で，結構決定的かと思います．あまり女
性にピンポイントで答えられず申し訳ありま
せん．
○諸富　ありがとうございます．では，藤山
先生，いいでしょうか．
○藤山　そうですね．逆に言うと男性が，新
書にも書いたのですが，大企業なんかも何か
将棋盤みたいな世界にがんじがらめになっ
て．本当に，仕事をやっていないわけではあ
りませんみたいな言い訳の合間に，本来の仕
事をしている感じです．
逆に女性は，その中で恵まれていないから．
ある意味，はじかれているから，逆にある意
味，自由度があって，逆に起業に思い切って
打って出るとか，そんな図式があります．
あと，全国をいろいろ分析して面白いのは，

人口数万クラスだと，昔の城下町は駄目です
ね．女性が逃げています．何か，そこにすご
く，何かやっぱり守っているというか，変に
凝り固まっているおじさんたちがいるのでし
ょう．しかも城下町は，城下町の周辺の農山
漁村が駄目なのでなくて，城下町の中心部が
駄目なんです．結局，そこで女性の活き活き
としたポジションを職場的にも，コミュニテ
ィー的にも，家的にも，ちゃんと作られてい
ないのです．
しかも最近，田園回帰が進んでいると．う
ちの集落もそうですが．まあ，マスオさんで

すよ．マスオさんがすごく増えていますね．
だから，そういう家族のかたちも実は本当に
女系化に裏返っていますね．
あとはやっぱり，先ほど佐無田先生がおっ
しゃったように，どういうところに女性が入
っているかというと，私もいろいろな分析を
して「十カ条」とかまとめているのですが，
いろんな構造分析をして．やはり，窓が開い
ていないと駄目ですね，地域の外も含めて．
あるいは一人でふらりと行って，誰かと偶然
の出会いがあるような．カフェとか，先ほど
言った本屋さんとか．そして，本当に後見人
みたいな人がいるか，いないかというのが．
そういう条件が，やはり重なったところに，
ちゃんと本当は．そう重なるようなポジショ
ンがないわけですから．秋田の農村に，いま
すごく関わっていますが，大規模米づくりの
モノカルチャーをやると，職場的にも，コミ
ュニティー的にも，家的にも，女性のポジシ
ョンがなくなるわけです．やっぱりそこは，
本当に多様性なんです．本当にエコシステム
だと思います．そういうのをやっぱり，逆に
女性から，いまつくり始めている感じがして
います．以上です．
○諸富　非常に面白いですね．ありがとうご
ざいます．宮﨑先生．
○宮﨑　はい．ちょっと私の母親の話をする
と，私の実家はリンゴ農家なのですが，最近，
起業はしていないですけど，外の注文を受け
て，ドライアップルをつくっていまして．今
日も，何件か注文が入ってどうのこうのと言
って喜んでいました．6次産業化のことを考
えると，食品加工ですね．地方は，食品加工
がかなり大きいと思いますけど，そういった
ところで，起業するというのがあるのかなと
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思います．
そういう意味で，農業に関係する女性の産
品づくりといったものが，非常に重要になる
のかなと．いろいろな地域でも，道の駅で農
産物や加工品を売るときに，かなり女性が前
に出てこられるように思います．
いま，藤山先生がお話しされていましたけ
れども，女性のポジションですね．これを，
どう地域でつくっていくかというのは，食品
加工業の発展とか，起業の前提として重要に
なるのかなと感じました．
○佐無田　食品加工業で思い出したのですけ
ど，滋賀県の近江八幡で「たねや」という企
業が「ラ コリーナ」という施設をつくって，
農村風景に埋め込まれたお菓子屋さんといっ
たコンセプトの場所ですが，これが年間 300
万人来る地域の観光拠点になりました．そこ
を調べに行ったところ，従業員の 8割から 9
割が女性でしたね．
また，富山県に「能作」という工芸の会社
があるのですけれども，銅器から始まって錫
（すず）の食器をつくっている会社で，ここ
もいつの間にか女性の割合が 7割から 8割に
なっています．工芸は職人の世界でほとんど
男性ばかりだったのに，何でそんなに変わっ
たのかと思いましたが，能作さんは，伝統工
芸のものづくりの会社から，ストーリーとか
共感をつくり出す会社へと変わってきてい
て，女性の力はすごくピンポイントでそこに
当てはまるところがあります．
「たねや」の「ラ コリーナ」へ行ってわか
ったのは，世界観を統一して，すごく細やか
なところまで気を使って，その世界観の統一
性に違和感がないしつらえをしているところ
は，まさに女性目線だなと．こういう丁寧な

ストーリーづくりとか共感づくりは，女性の
得意分野だなと思ったことを思い出しまし
た．
○諸富　いやいや，そういうことだと思いま
す．さっき，やっぱり起きている変化で．ち
ょっと藤山先生の「十カ条」をどこかで見つ
けて読みたいのですけど．先生，本に書いて
いますか，新書に書いてあるのですね．分か
りました．後で新書を読みます．「女性十カ
条」．
いや，佐無田先生がおっしゃったことと，
藤山先生におっしゃって頂いたことは重なっ
ていたじゃないですか．だからたぶん，共同
社会が外に対してオープンであること等はそ
の一つでしたけれども．例えば組織のあり方
とか，ものづくりから非物質的なものへの変
化とか．いま世界観やストーリーが重要にな
ってくる社会の中で，たぶん女性が力を発揮
できているかどうかということと，変化に対
応できている社会かどうかということとが，
おそらく平仄が合っているんじゃないかなと
思います．
だから，女性が逆にそこから流出していっ
ているところは，たぶん可能性が小さい，消
滅しつつある地域だったり，組織だったりす
るのかなと思います．先生方のお話や地域の
話を聞くにつれ，まさに，これこそが地域の
発展可能性のリトマス紙だなと思いました．
たぶん女性が活躍できる，残っている，生
き生きとしている社会に，もし藤山先生のよ
うに「十カ条」があるのだとすると，それは
たぶん将来，可能性のある組織や地域の「十
カ条」でもあるような気がします．なので，
ちょっと後で勉強しようかなと思いました．
先生方，大変面白いお話をありがとうござ
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いました． 




